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このたびは、TOA リモートマイク I/F パネルをお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
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●	 ご使用の前に、この欄を必ずお読みになり正しくお使いください。
●	 ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●	 お読みになったあとは、いつでも見られる所に必ず保管してください。

表示について
ここでは、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止す
るために、いろいろな表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

図記号について

安全上のご注意

行為を禁止する記号 行為を強制する記号

分解禁止 禁　止 強　制

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。警告

屋外に設置しない
本機は、屋内専用品です。
屋外に設置すると、部品の劣化により、機器が落下して、けがの原因となります。
また、雨などがかかると、感電の原因となります。

禁　止

内部を開けない、改造しない
内部には電圧の高い部分があり、ケースを開けたり、改造したりすると、火災・
感電の原因となります。
内部を開けての作業は、専門業者にご依頼ください。

分解禁止

誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。注意

湿気やほこりの多い場所などに置かない
湿気やほこりの多い場所、直射日光のあたる場所や熱器具の近く、油煙や湯気
のあたるような場所に置かないでください。
火災・感電の原因となることがあります。

禁　止

ラックに取り付けるときの注意
次のことを必ずお守りください。
守らないと、火災・けがの原因となることがあります。
●	ラックは安定したところに据え付け、アンカーボルトなどで転倒・移動防止

の処置を行うこと。
●	電源コードをコンセントに接続するときは、コンセントの許容電流を超えな

いこと。
●	本機に付属のラック取付ねじは、当社のラック専用です。他のラックには使

用しないでください。

強　制

AC アダプターは指定のものを使用する
（RM-200F をローカル給電で使用する場合のみ）
指定以外のものを使用すると、火災の原因となることがあります。 強　制
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リモートマイク I/F パネル RF-012 は、キャビネットラック型業務用放送設備 R シリーズおよびデスク型放送
設備 DA シリーズなどに卓上型リモートマイク RM-200F を接続するためのインターフェースパネルです。
R シリーズのジャンクションパネル 10 局 JP-034 などに接続します。
RM-200F を最大 4 台接続することができます。

※	本書では次の機器の使いかたについても記載しています。
卓上型リモートマイク	 RM-200F
卓上型リモートマイク拡張ユニット	 RM-210F
RJ45 端子盤	 RM-200RJ

概　要

■ リモートマイク I/F パネル  RF-012

［前面］

2.	異常表示灯
次のいずれかの異常時に点灯または点滅します。
・本機
・‌�本機に接続している RM-200F
・本機と RM-200F 間の接続線
（ P. 38「異常表示灯による確認」）

3.	設定スイッチ 1

1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 1

以下の設定をします。
・	�RM-200F からの一斉放送時の通常／緊急モード

の設定（ P. 26）
・RM-200F の接続台数（ P. 26）
・本体最大回線数（ P. 27）
・接続している RM-200F 間の優先方法（ P. 27）

4.	端子台
RM-200F からの接続線を接続します。各端子名
称は端子台のカバーの裏面に記載しています。

5.	設定スイッチ 2

1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 2

RM-200F についての設定をします。
・‌�グループ回線選択の有／無（ P. 27）
・‌�グループ回線数（ P. 29）
・‌�内蔵チャイム／外部チャイムの選択（ P. 29）
・‌�内蔵チャイムの音源（ P. 29）
・‌�オート動作機能の ON/OFF（ P. 29）
・‌�オート動作機能の動作種別（ P. 30）

各部の名称とはたらき

2 3 4 5

1 1

［前面（前面パネルを外した図）］

1.	前面パネル取付ねじ
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■ 卓上型リモートマイク  RM-200F
業務放送に使用する卓上型のリモートマイクです。
個別選択やグループ選択などに設定できる回線選択キーが 10 個、チャイムキーが 2 個、放送復旧キーが 1 個、
また一斉放送用のカバー付きスイッチが 1 個あり、それぞれ表示灯と連動しています。別売の拡張ユニット
RM-210F を接続することにより、回線選択キーと表示機能を 10 個単位で拡張できます。

［上面］

1.	電源表示灯（緑）
本機に電源を供給すると点灯します。

2.	異常表示灯（橙）
本体との通信異常時に点灯します。

3.	チャイムキー（1、2）
チャイムを鳴らすキーです。
チャイムの音源は RF-012 の設定スイッチで指定
します。チャイムキー 1、2 共に同じ音源になり
ます。

［後面］

6 7 8 9

6.	機能アース端子
本機に外部機器を接続してノイズが多いときは、
この端子と外部機器の機能アース端子を接続して
ください。ノイズが少なくなることがあります。
※ 安全アースではありません。

7.	音声出力端子
RM-200F からの音声を出力します。付属の着脱式
ターミナルプラグ付きケーブル（平衡型）でプリ
アンプパネルの入力ジャックに接続してください。

8.	JP-024/DJ-021 制御コネクター
R シリーズの増設用ジャンクションパネル 10 局

JP-024 または DA シリーズのデスク用増設ジャ
ンクションパネル 10 局 DJ-021 などの「RF-011
制御コネクタ」と接続します。
接続用ケーブルは JP-024、DJ-021 に付属してい
ます。

9.	JP-034/DJ-031 制御コネクター
R シリーズのジャンクションパネル 10 局 JP-034
または DA シリーズのデスク用ジャンクションパ
ネル 10 局 DJ-031 などの「RF-011 制御コネクタ」
と接続します。
接続用ケーブルは JP-034、DJ-031 に付属してい
ます。
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4.	表示ラベル挿入部
表示ラベルを挿入するスペースです。
本書に表示ラベルのコピー台紙が付いています。

（ P. 33「表示ラベルを取り付ける」）

5.	表示灯
使用しません。 

6.	マイク
放送時に使用するマイクです。
マイクの音量は、マイク音量調節器（22）で調節
できます。

（ P. 31「RM-200F の入力感度を調節する」、
P. 35「RM-200F からの放送のしかた」）

	7.	一斉放送表示灯（緑）
一斉放送キーで回線を選択すると点灯します。

	8.	一斉放送キー（カバー付き）
一斉区域に放送をするときに押します。
RF-012 での設定により、通常モードか、緊急モー
ドかを選択します。
通常モードに設定したときは、アッテネーター
による音量の調節が可能です。
緊急モードに設定したときは、アッテネーター
の設定に関係なく最大音量で放送が流れます。

（ P. 26「通常／緊急モードの設定」、
P. 35「RM-200F からの放送のしかた」）

	9.	チャイム表示灯（1、2）（緑）
チャイムが鳴っている間、点滅します。

	10.	放送復旧キー
放送を終了するキーです。押すと、選択されて
いた放送階はすべて解除されます。 

	11.	回線選択表示灯（緑）
回線選択キーで回線が選択されているときに点
灯します。

	12.	回線選択キー
放送時に、放送をする回線を選択するキーです。
放送をする回線は、RF-012 での設定により個別

（1 回線）またはグループ（複数回線）となります。
（ P. 27「 グ ル ー プ ／ 個 別 設 定 」、P. 35
「RM-200F からの放送のしかた」）

	13.	トークキー
マイク放送時に使用します。キーを押している
間だけ放送することができます。

（ P. 35「RM-200F からの放送のしかた」）

	14.	放送状態表示灯（橙／緑）
本機で選択した回線の放送状態を表します。
　緑点灯：本機作動中
　緑点滅：他機作動中
　橙点滅：優先他機作動中

16
17

［右側面］

	16.	設定スイッチ

123456 OFF

● スイッチ 1 〜 3
RM-200F のアドレスを設定します。

（ P. 30「アドレスを設定する」）
● スイッチ 4

入力感度の調節をするときに使用します。
（ P. 31「RM-200F の入力感度を調節す
る」）

● スイッチ 5、6
使用しません。

（工場出荷時の設定：スイッチ 1 〜 6 まですべて
OFF）

ご注意

電源投入後に設定スイッチを設定し直したとき
は、必ずシステムを再起動させてください。

	17.	EXTENSION コネクター
卓上型リモートマイク拡張ユニット RM-210F を
接続します。接続ケーブルは RM-210F に付属し
ています。
RM-200F に接続できる RM-210F は最大 6 台（合
計 20 グループ＋ 50 局）、RF-012 からの給電は
最大 1.3 A です。

（ P. 32「RM-200F と RM-210F の 連 結 の
しかた」）

	15.	マイク表示灯（緑）
マイク放送中に点灯します。
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［後面］
	18.	DC POWER IN 端子

別売の AC アダプターを接続する端子です。
RF-012 からの配線距離を伸ばしたいときや、
RF-012 への接続台数および RM-210F の連結台
数により RF-012 の給電能力（合計最大 1.3 A ま
で）を超えるときには、別売の AC アダプター
を使用します。

（ P. 23「AC アダプター使用時の 1 台あた
りの最大延長距離」）

ご注意

別売の AC アダプターを使用するときは以下の
点に注意してください。
● ‌�RF-012 からの電源線（＋、−）は接続しない

でください。
● ‌�AC アダプターからの電源供給が停止した場

合、RM-200F からの放送はできません。また、
RF-012 との通信が停止し、通信異常が発生す
ることがあります。 

	19.	USB 端子
使用しません。

	20.	RM LINK 端子
RF-012 と接続します。
STP カテゴリー 5 規格のケーブルで、RJ45 端子
盤を介して接続してください。

（ P. 22「RM-200F を接続する」）

	21.	スピーカー音量調節器
本機の内蔵スピーカーからの音量を調節します。
右に回すほど音量が大きくなります。 
※ スピーカーは本機の底面にあります。

	22.	マイク音量調節器
マイク（6）および EXTERNAL MIC IN 端子（23）
に接続された外部マイクの音量を調節します。

（ P. 31「RM-200F の 入 力 感 度 を 調 節 す
る」）

	23.	EXTERNAL MIC IN 端子
外部マイク入力、AUX 入力として使用するため
の音声入力端子です。
使用するには、基板上のジャンパーの設定が必
要です。
外部マイク入力のときの仕様：
　�-40 dB ＊、2.2 k Ω、不平衡、φ 3.5 ミニジャッ

ク（2P）ファンタム電源付き
AUX 入力のときの仕様：
　�-20 dB ＊、4.7 k Ω、不平衡、φ 3.5 ミニジャッ

ク（2P）
＊ 0 dB = 1 V

（ P. 20「外部マイクまたは AUX 入力を使
用するとき」）
※ 外部マイクは別売です。

21 22 2318 19 20
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RM-210F

1

3
2

4

5

■ 卓上型リモートマイク拡張ユニット  RM-210F
RM-200F 専用の卓上型リモートマイク拡張ユニットです。卓上型リモートマイク RM-200F の回線選択キー
と表示機能を本機 1 台につき 10 個単位で拡張できます。最大 6 台を増設できます。

［上面］

［右側面］
5.	EXTENSION コネクター

卓上型リモートマイク RM-200F、または他の
RM-210F と接続します。接続ケーブルは本機に
付属しています。
RM-200F に接続できる RM-210F は最大 6 台（合
計 20 グループ＋ 50 局）、RF-012 からの給電は
最大 1.3 A です。
※ �左側面にも同じ端子があります。

（ P. 32「RM-200F と RM-210F の連結のし
かた」）

1.	表示ラベル挿入部
表示ラベルを挿入するスペースです。
本書に表示ラベルのコピー台紙が付いています。

（ P. 33「表示ラベルを取り付ける」）

2.	表示灯
使用しません。

3.	回線選択表示灯（緑）
回線選択キーで回線が選択されているときに点灯
します。

4.	回線選択キー
放送時に、放送をする回線を選択するキーです。
放送をする回線は、RF-012 での設定により個別（1
回線）またはグループ（複数回線）となります。

（ P. 27「 グ ル ー プ ／ 個 別 設 定 」、P. 35
「RM-200F からの放送のしかた」）
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1

2

3

4

■ RJ45 端子盤  RM-200RJ
RJ45 コネクターからねじ端子台に変換する機器です。
RF-012 と RM-200F を接続するときに使用します。

［前面］

1.	RM LINK 端子
RM-200F の RM LINK 端子に接続します。

（ P. 22「接続のしかた」）

2.	電源監視スイッチ
電源監視表示灯を使用するときに、ON に設定し
ます。（工場出荷時：ON）

3.	電源監視表示灯（緑）
電源監視スイッチが ON のとき、DC 電源入力の
電源電圧が RM-200F の最小動作電圧以上であれ
ば点灯します。

4.	ねじ端子台
RM LINK 端子（1）と内部で接続されています。
各端子の横に表示されている①〜⑧の数字は、
RM LINK 端子に接続される RJ45 コネクターのピ
ン番号を表します。

（ P. 22「接続のしかた」）
● 音声モニター端子［MONITOR H/C］

使用しません。
● 音声出力端子［AUDIO H/C］

RM-200F から RF-012 への音声出力ラインを接
続します。

● RM 通信端子［DATA +/-］
RF-012 と RM-200F の制御通信ラインを接続し
ます。

● DC 電源入力端子［DC 24 V +/-］
RF-012 から RM-200F への DC 電源供給ライン
を接続します。

● シールド端子［SHIELD］
ノイズ対策のシールドおよびシステム制御用に
使用します。
必ず 1 つ以上接続してください。
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設置・接続・設定の手順
RF-012 および RM-200F が使用できるまでの、おおまかな手順は以下のとおりです。

	1	 RF-012 の内部を開けて設定する。（ P. 12）

・グループ放送をするとき（DB-014 の組み込み）（ P. 12）
・RM-200F を複数台接続するとき（ P. 16）

	2	 RF-012 をラックに組み込む。（ P. 17）

	3	 ラック内の接続をする。（ P. 18）

	4	 RM-200F の内部を開けて設定する。（ P. 19）

・RM-200F を複数台接続するとき（ P. 19）
・外部マイクまたは AUX 入力を使用するとき（ P. 20）

	5	 RM-200F を接続する。（ P. 22）

	6	 RF-012 で各種機能を設定する。（設定スイッチ 1、2 を使用）（ P. 26）

	7	 RM-200F を設定・設置する。

・アドレスを設定する（ P. 30）
・入力感度を調節する（ P. 31）
・RM-210F を連結する（ P. 32）
・表示ラベルを取り付ける（ P. 33）
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RF-012 の内部を開けて設定する

ここに記載の作業は専門業者にご依頼ください。
お客様ご自身で、内部を開けたり、改造したりすると、火災・感電
の原因となります。

警告

■ 設定にあたってのご注意
グループ放送をするときおよび RM-200F を複数台使用するときのみ、RF-012 の内部を開けて設定をします。
基板上のコネクターの接続、ジャンパースイッチの設定をするときに、基板上の他の部品に触れないように
してください。
静電気により、故障する恐れがあります。

■ グループ放送をするとき
グループ放送は、異なるスピーカー回線をひとまとめにして同じ放送を RM-200F/210F の 1 つの回線選択キー
で行うもので、最大 20 グループまで設定することができます。
すべての RM-200F に対し、同じグループ放送が設定されます。
グループ放送を設定するには、別売のダイオードマトリクスボードキット DB-014 を組み立て、RF-012 に組
み込んでください。

メ　モ

DB-014 を組み込まない場合（グループ放送の設定をしない場合）、RM-200F/210F の各回線選択キーは個別
のスピーカー回線に対応します。（P. 28）

● DB-014 を組み立てる

	1	 DB-014 の構成部品を確認する。

部品名 員数
DB-014 基板 1
ベース付きポスト（EH10P） 7
ダイオード 200
六角スリーブ H8 6
小ねじ M3 × 4 12
コネクター付きケーブル（EH-SM 10P）＊、長さ：約 35 cm（赤／白） 8
コネクター付きケーブル（EH-EH 10P）、長さ：約 35 cm（緑／白） 5
コネクター付きケーブル（SM-SM 10P）＊、長さ：約 2.3 m 4 ＊ 使用しません。

	2	 グループ放送の設定内容を確認する。
「スピーカー選択スイッチ番号」対「スピーカー回線番号」の対応を JP-034、DJ-031 を使用するシステ
ムの設定内容記録表などで確認してください。
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	3	 設定内容に従って、ダイオードマトリクスボードに部品をはんだ付けする。

ご注意

部品はボードの文字表示にある面に取り付け、はんだ付けはその裏面から行ってください。

	3-1	 ベース付きポスト（EH10P）7 個をボード（下図の  部）にはんだ付けする。

基板

ベース付きポスト
（EH 10P）

基板上の表示

ご注意

右図を参考にして、取り付け方向を間違えないよう
に、ポストを取り付けてください。

	3-2	 グループ放送の系統割り当てに従って、ダイオードをボードにはんだ付けする。

ボード上で対応する箇所にダイオードを右図
のように取り付けます。

カソードマーク

取り付け後は、ボード裏面からはんだ付けし、
余分なリード線を切断してください。

余分なリード線を切断してください。

基板
  最大 8 mm
（はんだ付け後）

＊	� RM-200F/210F の各回線選択キーは、ここで設定したグループ回線に対応します。（ P. 28）

スピーカー
回線番号

＊ 回線選択キーに対応
　 するグループ番号
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● DB-014 を RF-012 に組み込む

	1	 RF-012 の天板を留めているねじ 8 本（図の黒矢印の位置）を外し、天板を取り外す。

	2	 RF-012 の天板の裏面に DB-014 を取り付ける。

ご注意

DB-014 の取り付けには方向があり
ます。ねじ穴（上図の白矢印の位置）
を確認し、右図のように取り付けて
ください。

	3	 コネクター間の配線の入れ換え、および接続を行う。

	3-1	 RF-012 のメイン基板上のコネクター CN3 を外し、DB-014 上の CN2 に接続する。

3-2	 RF-012 のメイン基板上のコネクター CN5 を外し、DB-014 上の CN1 に接続する。

  小ねじ M3×4
（DB-014に付属）

  小ねじ M3×4
（DB-014に付属）

  六角スリーブ
（DB-014に付属）

部品実装面

DB-014

上 RF-012 の天板

RF-012（上面）

前面側

RF-012 天板（天板の裏側）

CN7 CN6 CN5 CN4 CN3

CN2

CN1DB-014（部品実装面）

メイン基板

前面端子台
RF-012（天板を取り外して上から見た図）

差し換える。

差し換える。

CN5

CN3
CN2

CN1

3-2

3-1
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CN7 CN6 CN5 CN4 CN3

CN2

CN1DB-014（部品実装面）

RF-012 天板（天板の裏側）

メイン基板

前面端子台
RF-012（天板を取り外して上から見た図）

CN7CN5

CN3
CN6

CN8

DB-014 に付属のコネクター付き
ケーブル（EH-EH、緑／白）

3-3	 DB-014 に付属のコネクター付きケーブル（EH-EH、緑／白）で以下のコネクター間を接続する。

RF-012 のメイン基板上の
コネクター

CN3 CN3

DB-014 の
コネクター

CN5 CN4
CN6 CN5
CN7 CN6
CN8 CN7

	4	 RM-200F を複数台接続する場合は、引き続きスイッチの設定をする。（ 次ページ）

	5	 作業終了後、RF-012 の天板を元どおりに取り付ける。
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■ RM-200F を複数台接続するとき
卓上型リモートマイク RM-200F を 2 台以上接続するときは、RF-012 の業務 RM 終端スイッチと各 RM-200F
の業務 RM 終端スイッチの両方の設定が必要です。
接続する RM-200F の台数によって、下表のように設定します。

RM-200F の
接続台数（台）

業務 RM 終端スイッチ設定
RF-012 RM-200F

1 ON ON
2 OFF ON
3 ON OFF
4 ON OFF

RM-200F を 2 台接続するときのみ、RF-012 での作業（以下の手順 1 〜 3）が必要です。

	1	 RF-012 の天板を取り外す。（ P. 14）

	2	 RF-012 の業務 RM 終端スイッチの設定を変更する。
メイン基板上のジャンパースイッチ SW8 が RF-012 の業務 RM 終端スイッチです。
ジャンパーソケットを外すと、OFF になります。

※	� 工場出荷時は、どちらのスイッチも ON に設定されてい
ます。

ご注意  
終端スイッチを正しく設定していないと、機器が正常に動
作しないことがあります。

前面端子台

RF-012（天板を取り外して上から見た図）

メイン基板

SW8

SW8 業務RM終端スイッチ
（工場出荷時：ON）

	3	 作業終了後、RF-012 の天板を元どおりに取り付ける。

	4	 RM-200F の業務 RM 終端スイッチの設定をする。（ P. 19）
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■ ラックへの取り付けかた

■ ラックへの組み込み位置
RF-012 をジャンクションパネル 10 局 JP-034 の直上またはデスク用ジャンクションパネル 10 局 DJ-031 の
直上に組み込むと、メンテナンス時の作業性がよくなります。

RF-012 をラックに組み込む

本機に付属のラック取付ねじは、当社のラック専用です。
他のラックに使用すると、けがの原因となることがあります。警告

RF-012

JP-034

JP-024

  ラック取付ねじ5 × 12
（座金付き、付属品）

※ 図は R シリーズでの取付例です。
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ラック内の接続をする

RF-012（後面）

JP-034（後面）

JP-024（後面）：1台目

JP-024（後面）：2台目

JP-024（後面）：3台目

JP-024（後面）：4台目

プリアンプパネル
PP-025C の入力へ

JP
-0
34
に
付
属
の
ケ
ー
ブ
ル

（
コ
ネ
ク
タ
ー
色
：
黒
）

JP
-0
24
に
付
属
の
ケ
ー
ブ
ル
（
コ
ネ
ク
タ
ー
色
：
白
）

JP
-0
24
に
付
属
の
ケ
ー
ブ
ル
（
コ
ネ
ク
タ
ー
色
：
黒
）

RF-012 に付属のプリアンプ接続ケーブル

●	ジャンクションパネル 10 局 JP-034、増設用ジャンクションパネル 10 局 JP-024 と接続する場合
RF-012 のコネクター 接続ケーブル 接続先

JP-034/DJ-031 制御コネクター JP-034 に付属のケーブル（黒） JP-034 の RF-011 制御コネクタ
JP-024/DJ-021 制御コネクター JP-024 に付属のケーブル（黒） JP-024 の RF-011 制御コネクタ

●	デスク用ジャンクションパネル 10 局 DJ-031、デスク用増設ジャンクションパネル 10 局 DJ-021 と接続す
る場合

RF-012 のコネクター 接続ケーブル 接続先
JP-034/DJ-031 制御コネクター DJ-031 に付属のケーブル（黒） DJ-031 の RF-011 制御コネクタ
JP-024/DJ-021 制御コネクター DJ-021 に付属のケーブル（黒） DJ-021 の RF-011 制御コネクタ

［R シリーズで使用するときの接続例］
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RM-200F の内部を開けて設定する

ここに記載の作業は専門業者にご依頼ください。
お客様ご自身で、内部を開けたり、改造したりすると、火災・感電
の原因となります。

警告

■ 設定にあたってのご注意
卓上型リモートマイクRM-200Fを複数台接続するとき、および外部マイクまたはAUX入力を使用するときは、
RM-200F の機器内部を開けて設定します。
●	設定作業は RM-200F に電源を供給していない状態で行ってください。
●	ジャンパースイッチの設定を変更するときに、基板上の他の部品に触れないようにしてください。
	 静電気により、故障する恐れがあります。

■ RM-200F を複数台接続するとき
RM-200F を 2 台以上接続するときは、RF-012 の業務 RM 終端
スイッチ（ P. 16）と各 RM-200F の業務 RM 終端スイッ
チの両方の設定が必要です。
接続する RM-200F の台数によって、下表のように設定します。

RM-200F の
接続台数（台）

業務 RM 終端スイッチ設定
RF-012 RM-200F

1 ON ON
2 OFF ON
3 ON OFF
4 ON OFF

※	� 工場出荷時は、どちらのスイッチも ON に設定されています。

ご注意  
終端スイッチを正しく設定していないと、機器が正常に動作し
ないことがあります。

RF-012

OFF

RM-200F

ON

RM-200F

ON

2台接続

RF-012

ON

RM-200F

OFF

RM-200F

OFF

RM-200F

OFF

3台接続

RF-012

ON

RM-200F

OFF

RM-200F

OFF

RM-200F

OFF

RM-200F

OFF

4台接続

RM-200F

業務RM終端スイッチ
（工場出荷時：ON）

SW201
※ 機器内部の基板上にあります。
   （ 次ページ）
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	1	 RM-200F の上ケースを開ける。
8 本のねじを外して上ケースを開けます。

A：タッピンねじ 3 × 8（白銀色） ....... 6 本
B：タッピンねじ 3 × 10（黒色） ......... 2 本

RM-200F（底面）

A 

A 

A 

A 

A 

B

B

A 

	2	 RM-200F の業務 RM 終端スイッチの設定を変更する。
下ケースに取り付けられている基板上の SW201 が RM-200F の業務 RM 終端スイッチです。ジャンパー
ソケットを下図のように差し換えると、OFF になります。

SW201

SW201 SW201

終端抵抗を
ONにするとき
（工場出荷時）

終端抵抗を
OFFにするとき

RM-200F内部の基板前面側

	3	 外部マイクまたは AUX 入力を使用するときは、引き続き外部マイクまたは AUX 入力の設定を
する。（ 下記）

	4	 RM-200F の上ケースを元どおりに取り付ける。
ご注意

上ケースを取り付けるときは、ねじの種類に注意してください。

RM-200F を 3 台または 4 台接続するときのみ、以下の作業が必要です。

■ 外部マイクまたは AUX 入力を使用するとき
RM-200F の下ケースにある基板上のジャンパー設定を変更することにより、外部マイクまたは AUX 入力を
使用できるようになります。

ご注意
●	ジャンパー設定作業は RM-200F に電源を供給していない状態で行ってください。
●	基板上の部品には触れないでください。静電気により故障する恐れがあります。
●	外部マイク入力と AUX 入力を同時に使用することはできません。
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	1	 RM-200F の上ケースを開ける。（ 前ページ）

	2	 RM-200F のジャンパースイッチの設定を変更する。
下ケースに取り付けられている基板上の SW301 と SW302 のジャンパーソケットを下図のように差し
換えます。

	3	 RM-200F の上ケースを元どおりに取り付ける。

ご注意

上ケースを取り付けるときは、ねじの種類に注意してください。

SW
301VR

301

SW
302

AUX入力
音量調整器

RM-200F内部の基板前面側
VR
301

ジャンパー

SW
301

SW
302

（工場出荷時）

SW
301

SW
302

［外部マイクもAUX入力も使用しないとき］

［外部マイクを使用するとき］
（AUX入力は使用できない）

［AUX入力を使用するとき］
（外部マイクは使用できない）

SW
301

SW
302 SW

301

SW
302

※ AUX 入力の音量調整は、基板上のVR301で
行います。

※ RM-200F の EXTERNAL MIC IN 端子に平衡型
ミニプラグを接続する場合は、プラグのリン
グ／スリーブ間に信号を入力してください。 

※ RM-200F の EXTERNAL MIC IN 端子に接続する
プラグのチップ／スリーブ間に信号を入力してく
ださい。

スリーブ：接地

チップ：信号線
リング

 スリーブ：接地

チップ：信号線

● 不平衡型ミニプラグの
 場合

● 平衡型ミニプラグの
 場合

● 平衡型ミニプラグ

スリーブ：接地

チップリング：信号線
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RM-200F を接続する
■ 接続のしかた
RF-012 と卓上型リモートマイク RM-200F との接続には、RJ45 端子盤 RM-200RJ を使用します。
RF-012 の前面パネルの左右のねじ（右図の矢印の位
置）を外し、前面パネルを取り外します。
RM-200F からの線を前面端子台に接続してください。

ご注意

●	使用する線材によって、最大延長距離が異なります。「1 台あたりの最大延長距離」（ 次ページ）をお
読みください。

●	線路抵抗 10 Ω以下の線を使用してください。
●	RF-012 前面端子台への接続に圧着端子を使用するときは、JIS C2805 の呼び 1.25-3.5 のものを使用してく

ださい。
●	RF-012 から RM-200F への給電能力は最大 1.3 A です。これを超える場合は、AC アダプター AD-246（別売）

を使用して RM-200F へ給電してください。

3ペア以上のシールド
付きCPEV線（幹線）

ACアダプター接続時は
DC24 V ⑦ ⑧を接続し
ないでください。

STPカテゴリー5規格の
ストレートケーブル
（RJ45付き）

RM-200F（後面）

単位：mm

44
.5

11
6

44
.5

13
.5

75

84

［RM-200RJ 取付参考寸法］

RF-012 前面端子台

※ RM-200RJ は、呼び径 3 mm のねじを使
用して、壁などへの取り付けもできます。

RF-012 （前面内部）

RM-200RJ

1

2

5

6

3

4

7

8
Shield

36 1 27845S
hi
el
d

①：接続しない
②：接続しない
③：BUS（＋）
④：音声（H）
⑤：音声（C）

⑥：BUS（ー）
⑦：DC24 V（＋）
⑧：DC24 V（ー）
Shield：音声（E ）

※ 接続しない線はショートしない
　 ように処理をしてください。

ご注意

別売の AC アダプターを使用する場合は、RF-012 との電源（＋）（ー）は接続しないでください。
電源（＋）（ー）を接続していると、RM-200F の停電時に RF-012 からの電源供給が始まり、RF-012 から供
給できる容量を超える恐れがあります。

RF-012（前面）
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

Shield

RJ45
ピンN0.

RM-200F

STPカテゴリー5規格の
ストレートケーブル
（RJ45付き）

RM-200F RJ45
ピンNo.

線色
（T568Bの場合）

線色
（T568Aの場合） RF-012

Monitor in (H) ① 橙／白 緑／白 接続しない＊

＊ ①②ピンは使用しません。
 　この線が他の箇所にショートしないように処理をしてください。

Monitor in (C) ② 橙 緑 接続しない＊

Data (＋) ③ 緑／白 橙／白 BUS ＋

Audio out (H) ④ 青 青 音声 H

Audio out (C) ⑤ 青／白 青／白 音声 C

Data (－) ⑥ 緑 橙 BUS －

DC power in (＋) ⑦ 茶／白 茶／白 DC24 V  ＋

DC power in (－) ⑧ 茶 茶 DC24 V  －

Shield Shield － － 音声 E

［RJ45 端子盤 RM-200RJ を使用しないとき］

RJ45 端子盤を使用しないで接続することもできます。
下の対応表を参考にして STP カテゴリー 5 規格のストレートケーブル（RJ45 付き）を用意し、各線を接続
してください。

配線のペア取りは③と⑥、④と⑤、⑦と⑧で行います。

■ 1 台あたりの最大延長距離
最大延長距離は、長距離配線される線材および増設される卓上型リモートマイク拡張ユニット RM-210F の台
数によって異なります。下の表は 1 台あたりの最大延長距離です。
RM-200F を複数台接続したときの最大延長距離は、P. 25「複数台接続時の最大延長距離」をお読みください。

RM-210Fの台数
線材と線径

60 m

0

100 m

200 m

360 m

45 m

1

70 m

150 m

270 m

φ0.65 mm

φ0.9 mm

φ1.2 mm

STPカテゴリー5

CPEV

（RM-200RJ使用時）

35 m

2

60 m

120 m

210 m

30 m

3

50 m

100 m

180 m

25 m

4

40 m

80 m

150 m

20 m

5

35 m

70 m

130 m

15 m

6

30 m

65 m

120 m

■ AC アダプター使用時の 1 台あたりの最大延長距離
RM-200F の最大延長距離を伸ばしたいときは、AC アダプター（別売）をご使用ください。
RM-200F が 1 台の場合、RM-200F の電源を AC アダプターから供給するとケーブルの種類、RM-210F の台
数に関係なく 1200 m まで延長が可能になります。

RM-200F（後面）

ACアダプター（別売品）

AC電源へ

ご注意

AC アダプターを使用した状態で停電が発生した場
合 は、RM-200F に 電 源 が 供 給 さ れ な く な り、
RF-012 との通信が停止し通信異常となる場合があ
ります。
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■ 複数台接続のしかた
RM-200F は最大 4 台まで接続が可能です。

ご注意

RM-200F を複数台接続する場合は、必ず
RF-012 側で分岐してください。

RF-012

RF-012

RM-200F

RM-200FRM-200RJ

RM-200RJ

RM-200RJ

RM-200RJ

RM-200F

RM-200FRM-200RJ

RM-200RJ

RM-200RJ RM-200F

RM-200F

RM-200F

RM-200RJ RM-200F

接続のしかたは次のとおりです。

RF-012 
前面端子台

RM-200RJ

RM-200RJ

RM-200F（1台目）

RM-200F（3台目）

36 1 27845S
hi
el
d

RM-200RJ

RM-200F（2台目）

36 1 27845S
hi
el
d

36 1 27845

S
hi
el
d

RM-200RJ

RM-200F（4台目）

36 1 27845

S
hi
el
d

※	接続しない線はショートしないように処理をしてください。
※	� RM-200RJ を使用しないで接続することもできます。（ 前ページ「RJ45 端子盤 RM-200RJ を使用し

ないとき」）
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■ 複数台接続時の最大延長距離
RM-200F は合計 4 台まで接続が可能です。
複数台を接続するときも、1 台あたりの最大延長距離は P. 23 のとおりです。
ただし、接続する RM-200F の延長距離の総和が下表の値を超えないようにしてください。

RM-200F

RM-200F

RM-200F

RM-200F

b

c

d

a

RF-012

RM-200F接続台数（台） 延長距離の総和（m）

1 1200

2 1200

3 800
4 800

（例）
RM-200F が合計 4 台のとき、以下のようになります。

総延長距離 ＝ a ＋ b ＋ c ＋ d ≦ 800 m

■ 接続線の引きまわし
接続線の引きまわしは、下図のように行うと、メンテナンス時に作業がしやすくなります。
また、RF-012 の前面端子台の左右のねじ（図の矢印の位置）をゆるめると、端子を結線したままで端子台の
みを分離することができます。
再度端子台を取り付けるときは、端子台を基板に挿入した後に左右のねじをしっかり締め付けてください。

RF-012

JP-034

前面端子台

接続線

左右 2本のねじをゆるめる。
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RF-012の設定スイッチで各種機能を設定する
前面パネル内部の設定スイッチで以下の各種機能を設定します。

設定スイッチ 1
参照先

設定スイッチ 2
参照先

スイッチ No. 設定する機能 スイッチ No. 設定する機能
1 通常／緊急モード設定

下記
1 グループ回線選択の有／無 P. 27

2
RM-200F の接続台数

2 グループ回線数

P. 29
3 3 内蔵チャイム／外部チャイムの選択
4

本体最大回線数
P. 27

4
内蔵チャイムの音源

5 5
6 6 オート動作機能の ON/OFF
7 RM-200F 間の優先方

法
7

オート動作機能の動作種別 P. 30
8 8

1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 1

1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 2

RF-012（前面内部）

■ 通常／緊急モードの設定（設定スイッチ 1 の No. 1 を操作）

RM-200F から一斉放送をするときの動作モードを選択します。

通常モード：アッテネーターにより放送の音量調節ができます。
緊急モード：アッテネーターの設定に関係なく、最大音量で放送が行われます。

通常モード	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

（工場出荷時）

緊急モード	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 1

■ RM-200F の接続台数の設定（設定スイッチ 1 の No. 2 と 3 を操作）

接続台数 1 台	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

（工場出荷時）

接続台数 2 台	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

接続台数 3 台	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

接続台数 4 台	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 1
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■ 本体最大回線数の設定（設定スイッチ 1 の No. 4 〜 6 を操作）

R シリーズ、DA シリーズなどの最大回線数を 10 回線単位で設定します。

  1 〜 10 回線	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

  （工場出荷時）

11 〜 20 回線	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

21 〜 30 回線	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

31 〜 40 回線	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

41 〜 50 回線	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 1

■ RM-200F 間の優先方法の設定（設定スイッチ 1 の No. 7 と 8 を操作）

複数の RM-200F から同時に放送したときの優先順位を設定します。

後押し優先：先に放送中の RM-200F が停止し、後から起動した RM-200F が優先して放送されます。
先押し優先：先に放送中の RM-200F が優先し、後の RM-200F からは放送できません。
個別優先　：接続されている RM-200F 間でアドレス番号の小さい順に優先が高くなります。
　　　　　　アドレス 00 ＞ アドレス 01 ＞ アドレス 02 ＞ アドレス 03
　　　　　　※ アドレスは、RF-012 側での設定終了後、各 RF-200F で設定してください。（ P. 30）

後押し優先	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

（工場出荷時）

先押し優先	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

個別優先	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

ご注意

設定スイッチ 1 の No. 7 と 8 を両方とも ON 側にしないでください。

設定スイッチ 1

■ グループ／個別設定（設定スイッチ 2 の No. 1 を操作）

RM-200F と RM-210F の回線選択キーの動作モードを設定します。
グループ放送をする場合はグループモードに設定してください

個別モード	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

（工場出荷時）

グループモード	：	
1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 2
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RM-210F RM-210F

1

10

11

20

41

50

回線 回線 回線

RM-200F RM-210F（1台目） RM-210F（4台目）

RM-210F（2台目）：回線 21～30
RM-210F（3台目）：回線 31～40

※

● 個別モードに設定した場合

回線選択キーに対応する個別回線番号は下図のとおりになります。

● グループモードに設定した場合

設定スイッチ 2 の No. 2 でグループ回線数を設定してください。（ 次ページ「グループ回線数の設定」）
回線選択キーに対応するグループ番号および個別回線番号はグループ回線数により下図のとおりになります。

［10 グループ設定時］

［20 グループ設定時］

RM-210F RM-210F

1

10

グループ 回線 回線
1

10

41

50

RM-200F RM-210F（1台目） RM-210F（5台目）

RM-210F（2台目）：回線 11～20
RM-210F（3台目）：回線 21～30
RM-210F（4台目）：回線 31～40

※

RM-210F RM-210FRM-210F

1

10

グループ グループ 回線
11

20

41

50

回線
1

10

RM-200F RM-210F（1台目） RM-210F（6台目）RM-210F（2台目）

RM-210F（3台目）：回線 11～20
RM-210F（4台目）：回線 21～30
RM-210F（5台目）：回線 31～40

※
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■ グループ回線数の設定（設定スイッチ 2 の No. 2 を操作）

グループ放送時のグループ回線の数を設定します。最大 20 グループまで設定できます。

10 グループ回線	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

（工場出荷時）

20 グループ回線	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 2

RM-200F 内蔵チャイム使用	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

（工場出荷時）

外部チャイム使用	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 2

■ 内蔵チャイム／外部チャイムの選択（設定スイッチ 2 の No. 3 を操作）

RM-200F 内蔵チャイムを使用するか、外部チャイムを使用するかを選択します。

上り 4 音	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

（工場出荷時）

下り 4 音	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

2 音	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

ゴング	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 2

■ 内蔵チャイムの音源の設定（設定スイッチ 2 の No. 4 と 5 を操作）

RM-200F の内蔵チャイムの音源を設定します。
チャイムキー 1、2 共に同じ音源になります。

■ オート動作機能の ON/OFF の設定（設定スイッチ 2 の No. 6 を操作）

RM-200F のトークキーの操作に伴うオート動作機能を使用するかどうかを設定します。

オート動作機能を使用しない	：	
1 2 3 4 5 6 7 8

（工場出荷時）

オート動作機能を使用する	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 2
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■ オート動作機能の動作種別設定（設定スイッチ 2 の No. 7 と 8 を操作）

オート動作機能を使用するときの動作種別を設定します。
トークキーを操作したときのチャイム音の有無、チャイム音の種類などにより、4 つの動作種別があります。

動作種別 1	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

　（上り 4 音→マイク放送→下り 4 音）
（工場出荷時）

動作種別 2	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

　（上り 4 音→マイク放送→下り 4 音→放送復旧＊）

動作種別 3	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

　

動作種別 4	 ：	
1 2 3 4 5 6 7 8

設定スイッチ 2

（内蔵チャイム設定時：2 音→マイク放送）
（外部チャイム設定時：マイク放送のみ）

（内蔵チャイム設定時：2 音→マイク放送→放送復旧＊）
（外部チャイム設定時：マイク放送→放送復旧＊）

■ アドレスを設定する（DIP スイッチ 1 〜 3 を操作）

RM-200F 側面の「DIP スイッチ 1 〜 3」でアドレスを設定します。
アドレスはすべての RM-200F で重複しないように設定してください。
アドレスは必ず「00」から順に設定してください。

スイッチの位置図DIPスイッチ1DIPスイッチ2DIPスイッチ3アドレス

※ 工場出荷時のアドレスは「00」に設定されています。
RM-200F

00 OFFOFFOFF

01 ONOFFOFF

02 OFFONOFF

03 ONONOFF

123456

123456

123456

123456

123456

RM-200F を設定・設置する

＊	 トークキーから指を離してマイク放送を終了すると同時に、放送階の選択が解除されます。この設定
にすると、マイク放送終了後、放送復旧キーを押す必要がありません。
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	3	 放送状態表示灯が緑色に点灯するように、マイク音量調節器
でマイク入力感度を調節する。

	4	 RM-200F 側面の DIP スイッチ 4 を「OFF」にする。

ご注意

DIP スイッチ 4 は、マイク入力感度を調節した後、必ず「OFF」に
してください。

123456 OFF

4

RM-200F（後面）

3 マイク音量調節器

■ RM-200F の入力感度を調節する（DIP スイッチ 4 を操作）

RM-200F の DIP スイッチ 4 の設定を変更することで、放送状態表示灯を出力信号レベル表示機能＊に切り換
えることができます。
＊ ‌�マイクで放送しているときは出力信号レベルを表示し、マイクを使用していないときは放送状態を表示し

ます。

	1	 RM-200F 側面の DIP スイッチ 4 を「ON」にする。
RM-200F 上面の放送状態表示灯が出力信号レベル表示機能に切り
換わります。
DIP スイッチ 4 は、工場出荷時は「OFF」に設定されています。

	2	 マイクに向かって話す。
放送状態表示灯がマイクの出力信号レベルを表示します。
各表示灯が示す出力レベルは、次の表のとおりです。

放送状態表示灯

RM-200F （上面）

123456

RM-200F

1

表示灯の色 出力信号レベル
赤色点灯 0 dB 以上
緑色点灯 -20 〜 0 dB
消灯　　 -20 dB 以下

適正レベル
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RM-210F（底面） RM-200F（底面）

連結金具 B
（RM-210F に付属）

33

連結金具A（RM-210F に付属）4

4

4

RM-210F（底面） RM-200F（底面）

2 拡張ケーブル（RM-210F に付属）

■ RM-200F と RM-210F の連結のしかた
卓上型リモートマイク拡張ユニット RM-210F を使用して RM-200F を拡張する場合は、RM-210F に付属の拡
張ケーブルと連結金具を使用してお互いを連結します。
RM-200F に接続できる RM-210F の台数は最大 6 台です。

ご注意

●	連結金具 A には、予備のねじ穴が 2 カ所あり
ます。指示したねじ穴が損傷しているときは、
予備のねじ穴を利用して 2 台を連結させてく
ださい。

●	両機器の間で接続間違いやケーブルのゆるみ
があれば、金具取付ねじをすべて外し、もう
一度ねじを締めて連結させてください。

連結金具 A …………… 2、　連結金具 B …………… 1、　ねじ …………… 12使用金具（RM-210F に付属）

	1	 RM-200F と RM-210F を裏返して、お互いを密着させる。

	2	 RM-210F に付属の拡張ケーブルで、RM-200F 側面の RM-210F 接続端子（EXTENSION）と
RM-210F 側面の EXTENSION コネクターを接続する。

	3	 RM-210F に付属の連結金具 B と付属ねじ（4 本、 ）を使用して、RM-200F と RM-210F
を連結する。

	4	 RM-210F に付属の連結金具 A（2 本）と付属ねじ（8 本、 ）を使用して、RM-200F と
RM-210F をしっかりと固定する。

さらに RM-210F をもう 1 台 RM-210F に連結する場合も、同様の手順で行います。
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Zone 1

Zone 2

Zone 3

Zone 4

Zone 5

RM-200F RM-210F

Zone 6

Zone 7

Zone 8

Zone 9

Zone 10

RM-200F RM-210F

表示ラベル挿入口表示ラベル挿入口

表示ラベル（RM-200F/210F 専用）

	1	 次のいずれかの方法で RM-200F/210F 専用の表示ラベルを作成する。
いずれの場合も、厚さ 0.2 mm 以下の紙を使用し、印刷またはコピーした紙をガイドラインに合わせて
切り取ってください。

	1-1	 下記の寸法図を基にパソコンなどで作成する。

表示ラベル（RM-200F/210F 専用）

切り取り寸法 ：30×136 mm

13
13.5

136

13×9（=117）

30

	1-2	 次ページの「手書き用コピー台紙（RM-200F/210F 専用）」をコピーする。

回線選択キーに割り当てた回線の名称を手書きします。

	2	 表示ラベルを RM-200F/210F に挿入する。
指定のサイズに切り取った表示ラベルを、
挿入口からしっかりと差し込みます。

■ 表示ラベルを取り付ける
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表示ラベル
（RM-200F/210F 専用）

表示ラベル
（RM-200F/210F 専用）

表示ラベル
（RM-200F/210F 専用）

表示ラベル
（RM-200F/210F 専用）

実寸ガイドライン挿入方向

［手書き用コピー台紙（RM-200F/210F 専用）］

表示ラベル（RM-200F/210F 専用）

実寸
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■ RM-200F からの放送のしかた
RM-200F を操作して放送を行う手順は以下のとおりです。

	1	 放送階を選択する。
回線選択キーまたは一斉放送キーを押して、放送階を選択します。
RM-200F が AUX 入力を使用する設定にされているときは、RM-200 後面の EXTERNAL MIC IN 端子の
音声が放送されます。（ P. 20「外部マイクまたは AUX 入力を使用するとき」）

一斉放送キー
（カバー付き）

回線選択キー

回線選択表示灯
が点灯

個別階またはグループを選んで放送するとき

一斉区域に放送するとき

一斉放送表示灯が点灯

ご注意

●	一斉放送時のモードが「通常モード」に設定されているときは、アッテネーターにより放送の音量調
節ができます。

●一斉放送時のモードが「緊急モード」に設定されているときは、アッテネーターの設定に関係なく最
大音量で放送が行われます。

メ　モ

優先方法によっては放送できない場合があります。（ P. 27「RM-200F 間の優先方法の設定」）

※	回線選択キーと回線番号またはグループ番号との対応に
ついては P. 28 を参照してください。
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	2	 必要に応じて、チャイム 1 キーまたはチャイム 2 キーを押す。
オートチャイムを設定していない場合で、放送開始時にチャイムを鳴らしたいときは、チャイムキーを
押します。

チャイム 1表示灯が点滅
チャイム 1キー

（チャイム 1キーを押した例）

メ　モ
●	オート動作機能を設定している場合、トークキーを押すと自動的にチャイムが鳴るため、この操作は

不要です。（ P. 29「オート動作機能の ON/OFF の設定」、P. 30「オート動作機能の動作種別設
定」）

●	チャイム 1 キー、チャイム 2 キー共にチャイムの種類は同じです。
●	チャイムの音源は、工場出荷時には「上り 4 音」に設定されています。
●	チャイムの音源は RF-012 の設定スイッチ 2 の設定で変更できます。（ P. 29「内蔵チャイムの

音源の設定」）
●	チャイムが鳴っている間に再度チャイムキーを押すと、操作と同時にチャイムがもう一度最初から再

生されます。
●	マイク放送中にもチャイム放送を鳴らすことができます。

	3	 マイク放送を開始する。
トークキーを押します。（マイク放送の開始）
オートチャイムを設定しているときは、トークキーを押すと同時に設定されたチャイム音が鳴ります。
チャイムが鳴っている間、マイク表示灯が点滅します。マイク表示灯が点灯に変わったら、マイク放送
が可能になります。
トークキーを押しながら放送します。

トークキーマイク表示灯が点灯
したら放送可能

※ トークキーを押している間だけ放送できます。
　 キーから指を離すと放送が終了します。

メ　モ
●	RM-200F が AUX 入力を使用する設定にされているときは、RM-200F 後面の EXTERNAL MIC IN 端子

の音声とマイクからの音声がミキシングされて放送されます。
●	RM-200F が外部マイクを使用する設定にされているときは、RM-200F 後面の EXTERNAL MIC IN 端

子に接続された外部マイクの音声のみ放送されます。
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	5	 必要に応じて、チャイム 1 キーまたはチャイム 2 キーを押す。
放送終了時にチャイムを鳴らさない設定にしている場合で、チャイムを鳴らしたいときは、チャイムキー
を押します。

メ　モ
●	チャイム 1 キー、チャイム 2 キー共にチャイムの種類は同じです。
●	チャイムの音源は、工場出荷時には「上り 4 音」に設定されています。
●	チャイムの音源は RF-012 の設定スイッチ 2 の設定で変更できます。（ P. 29「内蔵チャイムの

音源の設定」）

チャイム 2表示灯が点滅 チャイム 2キー

（チャイム 2キーを押した例）

	6	 放送階の選択を解除する。
放送復旧キーを押します。
放送階の選択が解除されます。

	4	 マイク放送を終了する。
トークキーから指を離します。
放送が終了します。
オート動作機能の動作種別を「1」または「2」に設定しているときは、トークキーから指を離すと自動
的にチャイムが鳴ります。（ P. 30「オート動作機能の動作種別設定」）
オート動作機能の動作種別を「2」または「4」に設定しているときは、マイク放送が終了すると、放送
階の選択が解除されますので、以降の操作は不要です。（ P. 30「オート動作機能の動作種別設定」）

放送復旧キー
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RM-200F 設置後、システム点検時または通常使用時に RM-200F からの操作が正常にできないときは、
RF-012 の前面パネルを外し、前面パネル内部の異常表示灯を確認してください。

RF-012（前面内部）異常表示灯

異常表示灯が点灯または点滅しているときは、次のような原因が考えられます。
内容を確認して原因を特定し、機器を正常な状態に戻してください。

異常表示灯の状態 考えられる原因

点灯＊

・RF-012 ～ RM-200F 間のバスラインの断線または極性が逆
・RF-012 ～ RM-200F 間の電源線の断線または極性が逆
・（RM-200F の電源として AC アダプターを使用している場合）

AC アダプターからの電源供給が停止
・RF-012 ～ RM-200F 間の接続台数の誤設定
・接続されている RM-200F のいずれかが故障

点滅　 RF-012（本機）の故障

＊	‌� 異常表示灯が点灯しているときは、RF-012 のメイン基板上にある LED の中で、
異常の発生しているアドレスの LED が点滅します。
4 本のラック取付ねじを外し、RF-012 をラックから少し引き出すと、天板上の
角穴（右図参照）から確認することができます。

異常表示灯による確認

仕　様
■ リモートマイク I/F パネル  RF-012

プリアンプ接続ケーブル（2 m） .................  1
ラック取付ねじ 5 × 12（座金付き） ..........  4

電 源 DC 24V（JP-034 または DJ-031 から供給）

消 費 電 流 最大 200 mA

SP 制 御 回 線 数 最大 50 回線

優 先 制 御 「後押し」、「先押し」、「個別」から選択可

グ ル ー プ 放 送 ダイオードマトリックスボードキット DB-014（別売）の組み込みにより最大
20 グループの放送可能

RM-200F 接 続 台 数 最大 4 台

接 続 端 子 M3.5 ねじ端子、バリアー間隔 7.2 mm

使 用 温 度 範 囲 0 〜 40℃

使 用 湿 度 範 囲 35 〜 80%RH（ただし結露のないこと）

仕 上 げ パネル：プレコート鋼板、黒（マンセル N1.0 近似色）、3 分艶

寸 法 482（幅）× 44（高さ）× 211.8（奥行）mm

質 量 2.3 kg

※	本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

● 付属品

RF-012（上面）

天板上の角穴
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■ 卓上型リモートマイク  RM-200F
電 源 DC24 V（動作範囲：DC15 〜 40 V、本体側から供給）

DC 入力電源コネクターから供給可能（適合電源：別売の AD-246）
適合 DC 電源プラグ：外径 5.5 mm、内径 2.1 mm、長さ 9.5 mm、無極性

商 用 電 源 消 費 電 力 7.2 W（電気用品安全法　省令第 2 項による、非常用電源パネルの電源供給損失
を含む）
1.9 W（待機時、非常用電源パネルの電源供給損失を含む）

消 費 電 流 240 mA 以下

音 声 出 力 0 dB ＊、平衡

外 部 マ イ ク 入 力 外部マイク入力または AUX 入力のどちらかを設定して使用可
外部マイク入力：　
　�-40 dB ＊、2.2 kΩ、不平衡、φ3.5 ミニジャック（2P）、エレクトレットコンデ

ンサーマイク用（ファンタム電源 DC3 V 供給）
AUX 入力：
　-��20 dB ＊、4.7 kΩ、不平衡、φ3.5 ミニジャック（2P）

歪 率 1% 以下

周 波 数 特 性 100 Hz 〜 20 kHz

S N 比 60 dB 以上

使 用 マ イ ク ロ ホ ン 単一指向性エレクトレットコンデンサー型、AGC 付き（ON/OFF 可能）

チ ャ イ ム 内蔵（PCM 音源）、内蔵スピーカーによりモニター可能
（出荷時）チャイム 1・2：上り 4 音
（設定により変更可能）下り 4 音、2 音チャイム、ゴング

調 節 器 マイク音量調節器、モニタースピーカー音量調節器

接 続 線 幹線：シールド付き CPEV 線（音声線 1 対＋データ線 1 対＋電源線 1 対）または
　　　シールド付き LAN 用カテゴリー 5 ツイストペアケーブル（CAT5-STP）
支線：シールド付き LAN 用カテゴリー 5 ツイストペアケーブル（CAT5-STP）、
　　　RJ45 コネクター

最 大 延 長 距 離 1200 m（別売の AC アダプター AD-246 から給電の場合）

拡張ユニット接続数 最大 7 台

モニタースピーカー 内蔵（内蔵チャイム専用）

操 作 部 一斉放送キー（カバー付き）× 1、チャイムキー× 2、回線選択キー× 10、
放送復旧キー× 1、トークキー× 1

表 示 部 電源（緑）× 1、異常（橙）× 1、一斉放送（緑）× 1、チャイム（緑）× 2、
放送状態（橙／緑）× 11、回線選択（緑）× 10、放送復旧（緑）× 1、
マイク（緑）× 1

使 用 温 度 範 囲 0 〜 40℃

使 用 湿 度 範 囲 35 〜 80%RH（ただし結露のないこと）

仕 上 げ ABS 樹脂、黒（マンセル N1.0 近似色）、半艶

寸 法 190（幅）× 76.5（高さ）× 215（奥行）mm（マイク部を除く）

質 量 880 g
＊ 0 dB = 1 V
※	本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

● 付属品

CAT5-STP ケーブル（3 m） .......................  1

● 別売品

エレクトレットコンデンサーマイク	：	WH-1000、WH-4000A、YP-M101、YP-M301 など
AC アダプター	 ：	AD-246



■ 卓上型リモートマイク拡張ユニット  RM-210F

接続ケーブル（8P、8 cm） .........................  1
連結用金具 A ..............................................  2

連結用金具 B ..............................................  1
連結用ねじ ................................................  12

電 源 RM-200F（別売）から供給

商 用 電 源 消 費 電 力 2.4 W（電気用品安全法　省令第 2 項による、非常用電源パネルの電源供給損失
を含む）
0.4 W（待機時、非常用電源パネルの電源供給損失を含む）

消 費 電 流 80 mA 以下（RM-200F の電源入力での増加分）

操 作 部 回線選択キー× 10

表 示 部 放送状態（橙／緑）× 10、回線選択（緑）× 10

使 用 温 度 範 囲 0 〜 40℃

使 用 湿 度 範 囲 35 〜 80%RH（ただし結露のないこと）

仕 上 げ ABS 樹脂、黒（マンセル N1.0 近似色）、半艶

寸 法 110（幅）× 76.5（高さ）× 215（奥行）mm

質 量 350 g

適 合 機 種 卓上型リモートマイク：RM-200F（別売）

※	本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

● 付属品

■ RJ45 端子盤 RM-200RJ
印 加 電 圧 40 V 以下

耐 電 流 1 A

電 圧 表 示 部 監視端子：7 番端子（＋）と 8 番端子（ー）、消灯電圧：14 V 以下、
点灯電圧：21 V 以上、スイッチにより切り離し可能

コ ネ ク タ ー RJ45 コネクター× 1

端 子 台 M3 ねじ端子（10P）、バリアー間隔：6.62 mm

使 用 温 度 範 囲 0 〜 +40℃

使 用 湿 度 範 囲 35 〜 80% RH（ただし結露のないこと）

仕 上 げ 表面処理鋼板、黒（マンセル N1.0 近似色）、塗装

寸 法 84（幅）× 116（高さ）× 25.7（奥行）mm

質 量 250 g

※	本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

133-02-00106-01

TOA お客様相談センター フリーダイヤル（固定電話専用）
	 0120-108-117
ナビダイヤル 0570-064-475（有料）
FAX 0570-017-108（有料）
※ PHS、IP電話からはつながりません。

商品の価格・在庫・修理などのお問い合わせ、および
カタログのご請求については、取り扱い店または最寄
りの営業所へお申し付けください。最寄りの営業所に
ついては、TOAホームページをご確認ください。

商品の内容や組み合わせ、操作方法について
のお問い合わせにお応えします。
受付時間 9：00～ 17：00（土日、祝日除く）

当社は、お客様から提供された個人情報をお問い合わせ対応または修理対応の目的に利用いたします。また、修理委託目的で委託先業者へ提供すること
があります。個人情報の取り扱いに関する方針については、TOAホームページをご覧ください。

TOAホームページ  https://www.toa.co.jp/


